
 

          

 

 

 

 

 

 

 

「新型コロナウイルス感染症とこれからに思うこと・・・」 

 

教頭 野 本 雅 明 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う長期の臨時休業も明け、学校に生徒たちの元気な声

が戻ってきました。依然、学校内ではマスクを着用し、毎日の消毒、朝晩の検温など、感染予防対

策を講じながらの学校生活ではありますが、再開できたことに、ほっと胸をなでおろしております。 

 今回の臨時休業をはじめとする新型コロナウイルス感染症の感染防止対応により、学校の生活は

一変しました。体育祭や宿泊研修の中止、見学旅行の延期、長期休業期間の短縮、卒業式の延期な

ど、急遽の年間行事の変更もありました。その他、「３密」を避けた学習形態や寄宿舎生活の変更な

ど、以前であれば普通に行っていた行為ができなくなるもどかしさ、不便さ、困難さを感じながら

の生活となっています。 

 また、新型コロナウイルス感染症の感染予防と共に示された「新しい生活様式」。新型コロナウイ

ルスは私たちの生活を変え、新たな価値観や生き方をもたらすのではないかとも感じております。

身近なところでは、テレビの出演者が自宅からモニターで出演するなど、リモートワークやテレビ

会議等、オンラインを活用した社会活動の広がりが、この感染拡大を機に急速に整備されてきた感

がします。そうした社会の動きに合わせ、今後、教育や学校も、その在り方や仕様が大きく変わっ

てくるのではないでしょうか。変化の激しい社会の動きにどのように対応していくか、今後の大き

なポイントになると感じています。 

 さて、そのウイルスに関することで一つ。新型コロナウイルスをはじめ、ウイルスというと病気

を引き起こす怖いイメージがどうしても強いのですが、ここ最近の研究では、人に害を与えるばか

りでないこともわかってきたそうです。人の胎児の細胞膜。母親の体内にいる間、発育に必要な栄

養分や酸素を通過させ、胎児に栄養、酸素を与えています。一方で、胎児の発育に害となるもの、

必要のないものは通さないといった不思議な構造があるそうで、長らくこの細胞膜の構造は謎に包

まれていたそうです。ですが近年、ヒト内在性レトロウイルスの働きによって作られていることが

判明し、ウイルスと人との関係は病気を引き起こすといった悪いことばかりではなく、人間の存続

に重要な役割を果たしているということもわかってきました。人とウイルスとの関係の、また別の

一面を見た気がします。 

 先にも述べましたが、新たに示された「新しい生活様式」。これは、新型コロナウイルスは今後も

あるものとして考え、どのように共存しながら生活していくかを示したものです。渦中にある今は、

もちろん「共存」などとは考えづらい状況にあるのですが、嘆いてばかりでは前には進めません。

この状況を受け入れ、その中で生徒たちにとって何が最善なのかを考え、選択していくことが、学

校として大切なのではないかと感じております。『新型コロナウイルスと共に生きる』。この新しい

考え方をもとに、変化の激しいこれからを、職員、生徒一丸となって、また、家庭や地域の協力を

得ながら乗り越えていきたいと思います。今後ともご支援、ご協力くださいますようよろしくお願

いいたします。 
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6 月 10 日（水）に今金小学校前の花壇整備を行いました。前日 9 日（火）に檜山北の

生徒がサルビア、ベコニアを定植し、本校 3 年農業科の生徒が育てたマリーゴールドを小

学校前の花壇に植えました。町の人からも声をかけられ生徒達も意欲的に学習に取り組め

ました。お近くを通る際にはぜひ足を止めて御覧いただけたらと思います。 

         

 

 

 

日 時 予 定 

１日

（水） 
・今養アウトドア（1 学年） 

３日

（金） 
・前期生徒総会 

６日

（月） 
・ＩＭＡＹＯ週間（～１０日） 

１６日

（木） 
・1 年生ハローワーク研修 

１７日

（金） 
・北海道みんなの日（道みんの日） 

３０日

（木） 
・大掃除 

３１日

（金） 
・1 学期終業式 

8 月１日

（土） 
・夏季休業（～8 月１６日（日）） 

２４日

（月） 
・3 年生現場実習（～9 月 25 日（金）） 

２５日 

（火） 
・2 年生現場実習（～9 月 2 日（水）） 

子ども相談支援センター 
相談窓口のお知らせ 

 
 
いじめや不登校、体罰などの学

校教育に関する悩み、子育て・し
つけなど家庭教育に関する悩みな
ど相談してください。 

 

●電話相談 
 ０１２０－３８８２－５６ 
（無料、毎日 24 時間対応 ） 

 

●メール相談 
doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp 

※急ぎの場合は電話相談を利用してください。 

 

●来所相談 
 （10～16時、土日・祝日、年末年始はお休みです。） 
子ども相談支援センター 

 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階 

※上記の電話相談で予約してください。 
  


